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Ai 計算による「組織対組織の産学連携」への試み 

 
○開本 亮（大阪工業大学），難波英嗣（中央大学），杉山典正（大阪工業大学） 

Akira.hirakimoto@oit.ac.jp 

 
1. ははじじめめにに  

発表者らは、昨年の本学会にて、Ai 計算による大学研究者のボーア・エジソン・パスツール分類を用

い、ボーア成分、エジソン成分、パスツール成分からなる 3 次元 BEP ベクトルを大学研究者毎に算出

し、そのベクトル演算によって、共同成果の予測計算が一定程度の精度で可能なことを示した。なお、

3 次元の座標は、論文分類座標、特許分類座標、科研費分類座標であり、それぞれボーア成分、エジソ

ン成分、パスツール成分に対応する。そして、これを発展させて、関西圏の 23 大学が参画する KSAC
（https://ksac.site/）において、大学研究者を対象とした共同成果の予測計算のシステムを稼働させる

準備を進行させている。 
しかしながら、上記の Ai 計算は学術論文に限定されているため、大学と企業との産学連携には適用

が困難であった。 
そこで、Ai 計算を企業発特許も対象とする開発も進行させており、今般、最初の計算結果として、京

都大学と島津製作所の結果が得られたので、以下に報告する。 
 

2. 学学術術論論文文をを対対象象ととししたた共共同同成成果果のの予予測測計計算算  

 昨年の本学会にて報告した共同成果の予測計算を図１に示す（詳細は昨年度予稿集 1G23 等を参照

[1][2]）。即ち、研究者Ｙと研究者Ｏとを対象として、Ai計算によって両者の 3次元 BEP ベクトルを算出

し、その成す角度θについて sin2θ（ヘテロファクター）を計算する。これは両者の将来における論文

創出の可能性を示す 3次元スカラー量である。次に、両者の論文の相乗平均を計算する。これは両者の

過去における論文創出の共通基盤を示す3次元スカラー量である。最後に両スカラー量を乗じることで、

3次元上、即ち、論文分類座標、特許分類座標、科研費分類座標上に、共同成果の創出確率が示される。 
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3. 企企業業発発特特許許へへのの拡拡張張のの問問題題点点ととそそのの解解決決手手段段  

 まず、拡張しない大学発論文のみの場合では、3 次元 BEP ベクトルに算出するために、論文のアブス

トラクトを入力して Deep Learning によって特許分類を推定計算する「❶特許分類器」と、同様に科研

費分類を推定計算する「❷科研費分類器」が必要であり、これらは共同発表者である難波が開発したシ

ステムである。なお論文分類は、科学技術振興機構（JST）による論文分類をそのまま利用する。 

 次に、企業発特許に拡張する場合は、特許のアブストラクトを入力して論文分類を推定計算する「❸

論文分類器」と、同様に科研費分類を推定計算する「❹科研費分類器」が必要となる。ここで、科研費

分類は、他の分類に比較して分類数が1桁以下の 300程度であり、特許のアブストラクトを入力しても、

計算精度に問題ないレベルであるので、「❷科研費分類器」＝「❹科研費分類器」とすることができ、必

須のものは「❸論文分類器」となる。なお特許分類は特許庁（JPO）による特許分類をそのまま利用する。 

 さてここで「❸論文分類器」に関して、企業発特許は 30条適用出願（新規性喪失の例外適用出願）の

割合が約 0.5%と非常に少ないため、特許に論文を直接的に紐付ける教師データが不足しており、加えて

特許独特の文言表現等により Deep Learning システムの開発は難度が高かった。 

そこで、発表者は教師データがなくとも特許から論文分類を推定計算可能な「❸論文分類器」を図 2

および 3に示す構成で考案した[3]。 

 
まず図 2に示すように、産学連携を検討する対象の大学発論文群（例えば京都大学）と、企業発特

許群（例えば島津製作所）を予め決めた上で、企業発特許群に対して、特許庁が付与した特許分類を

そのまま利用し、更に特許のアブストラクトを入力して「❷科研費分類器」により科研費分類を算出

する。また従来と同様に、大学発論文に対して、「❶特許分類器」により同分類を算出し、更に「❷科

研費分類器」により科研費分類を算出する。そうすると、大学発論文群と企業発特許群について、図 3

の左右に示す縦軸が特許分類、横軸が科研費分類の２次元分類共通座標を取得することができる。 
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そして、上記２次元分類共通座標の分布において、同一座標の大学発論文群と企業発特許群は、一

定程度で類似するものと考えられる。2次元の同一座標は同一分類となるからである。 

そこで、「❺文書ベクトル・類似度計算器」により、同一座標の大学発論文群と企業発特許群の類似

度を文書ベクトル等で計算すると、特定の企業発特許に最も類似する、特定の大学発論文（〇〇）を決

定でき、その大学発論文に JST が付与した論文分類が判明する。これを特許に対する論文分類とすれ

ばよいのである。 

したがって、図 2および図 3を一体として捉えると、特許に論文分類を付与するシステムになって

いるので、企業発特許に教師データがなくとも、「➌論文分類器」として動作する。勿論、類似度が低

ければ類似しないとして棄却を行い、極めて高ければそのまま産学連携の候補となり得るのである。 

 
このシステムの最初

のトライアルとして、

図 4 に示すように、

京都大学論文 13,178
件（2018 年～2022
年）と島津製作所特許

1,369 件（2019 年～

2023 年）の類似度計

算を行った。ここで、

2 次元分類共通座標で

は、一つの論文や特許

に対して分類数が複数

の場合は、複数座標に

現れるので、計算の入

力対象の論文テキスト

データは 28,320 件、

特許テキストデータは

5,103 件となってい

る。 
 

仮に総当たりで類似

度計算を行うと、

28,320ｘ5,103=1 億

4,000 万回の計算が必

要となるが、本システ

ムでは同一座標のペア

を計算すればよいので

50 万回の計算で完了

する。したがって、総

当たり計算では 37 時

間 30 分かかっていた

が、本システムでは 8
分という短時間で完了

し、漸く実用レベルで

利用できるものとなっ

た。 
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4. 計計算算結結果果のの第第一一報報  

本システムによって計算した京都大学と島津製作所の類似度計算の第一報（一部）を表 1 に示す。

左から第 1 列が島津製作所の特許であり、第 2 列がそれに最も類似する京都大学の論文であり、第 3
列が科学技術推進機構が付与した論文分類と、本システムによる類似度である。「？」等を付した論文

分類は計算精度に疑問が残るものである。表 1 の第 2 列を見ると、共通座標における類似論文候補数

が 10 件以上では精度が高く、「？？？」を全て付したものは、同候補数が 2 件のみの場合であった。 
なお、表 1 の中で、30 条適用の島津製作所の特許出願は第 4 行の「質量分析データ処理方

法、･･･」であり、その論文に対して科学技術振興機構が付与した論文分類は、EG02020G：微生物検

査法、EA03020V：生物物理的研究法、JE08000Z：人工知能であった。本システムによる計算結果

は、JE08000Z：人工知能（0.201）、JE04020T：医用画像処理（0.198）、FF05020Z：木材の性質・

構造（0.105）であり、JE08000Z：人工知能が一致した。 

 
5. 今今後後のの展展開開  

 第一報の結果から、精度向上のため、共通座標における類似論文数を増加させることが第一義的に重

要であることがわかる。そこで、KSAC 参画 23 大学の論文約 29 万件を対象とするように、約 20 倍のス

ケールアップを目指す。また本予稿では言及しなかったが、同義語・類義語辞書の整備、文章ベクトル

化における最適次元数の探索、特許テキストの単語数拡張等も行う予定である。 

最後に、本システムが完成すれば、従来、互いの情報不足で円滑な運営が十分でなかった産学連携に

ついて、共同成果の予測計算が可能となり、組織対組織の定量的・俯瞰的・戦略的な展開が可能となり、

産学連携によるイノベーション促進に大きな貢献ができると期待される。 
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